
  

 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘ、ＴｅｘＴｏｏｌｓのＯｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃ逆極点 

 

 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘで計算されている逆極点図のＰｌａｎｅ指数は理解できないが 

 Ｅｘｐｏｒｔされる逆極点データは、ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙで計算可能 

  

 ＬａｂｏＴｅｘとＴｅｘＴｏｏｌｓでは、格子定数の取り方が異なるため、 

  極点図のミラー指数 

  ＯＤＦ図 

  逆極点図 

  が異なります。 

  LaboTex表記    TexTools表記 

   

 ＴｅｘＴｏｏｌｓは、Ｍｏｎｏｌｉｎｉｃに於いて、ＬａｂｏＴｅｘと同様な格子定数の指定が 

 可能ですが、解析結果の逆極点図が異なるので、注意してください。 

 

    ０１６年１０月２７日 

     HelperTex Office 

     

    http://www.geocities.jp/helpertex2 

 

 

Measure-DataBase¥高分子材料の ODF解析¥LaboTexと TexTools比較¥PE¥012-100-113-1-10-20% 



概要 

 ＬａｂｏＴｅｘの逆極点図は不可思議の描画が行われている。 

   逆極点図にもかかわらず、Ｐｌａｎｅで表示されているが、表示されている計算指数が理解できない。 

   ポリエチレンを例に、{012}<100 と{113}<1-10>のＯＤＦ図を作成し、逆極点図の計算を行って、 

   同じ計算を TexToolsで確認する。 

   TexToolsは、ICDD表記であるが、Orthorombicは格子定数を無理やり LaboTexに合わせることが 

   出来るので、確認は可能、解析ＯＤＦに使用した格子定数に合わせた解析で行てください。 

   {012}<100 と{113}<1-10>であれば、ND方向の Planeでは、{012} と{113}に極がある事になります。 

評価に使用したソフトウエア 

 ＬａｂｏＴｅｘ３．０ 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓ３．３ 

 ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙ１．０７ 

   

  ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｒｅｃｔｉｏｎ１．１１ 

   

 ＩｎｖｅｒｓｅＣｏｕｎｔｅｒＤｉｓｐｌａｙ１．０８ 

 ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙＸＹ 

 逆極点(φ、β)から(hkl)の計算は、φは[001]からの角度、βは[100]からの角度 



作成した ODF 

     

 

 {012}<100>が検出される 

  

 {113}<1-10>も検出される。 

  

 

 

 



計算される極点図 

  

計算された逆極点図 

  

  

  β軸が９０度シフトして計算される。 

 

 

{012}と{113}が検出されない 

β＝０が右側にある。 

ここに問題があると思われる 



ＬａｂｏＴｅｘの逆極点図を Exportして GPInverseDisplayで計算 

 Plane計算 

  

  

 Direction計算 

  

 

 

 

 

{012},{113}が検出されます 

β＝０は真上である 

データの並びは 

指数 φ角度 β角度 密度 表示φ角度 表示β角度 

InverseDispayXYでは 

逆極点軸[001]-[100]-[010]を 

[100]-[010]-[100]に変更しています。 

例えば、 

本来の表示では底辺は[001]-[100]であるが、 

この底辺に[076]が存在する事が奇異で 

底辺を[001]-[010]に変更しています。 



再計算極点図をＬａｂｏＴｅｘの指数で無理やりＴｅｘＴｏｏｌｓによる計算 

 

TexToolsは、Directionで計算される 

 

GPInverseDisplayの Directionとほぼ同一の結果になる。 

β＝０は真上 

TexToolsの底辺は 

[001]-[100]で表示されています 

しかしながらβ＝９０ 

βは[100]からの角度と考えると？？？ 



ＴｅｘＴｏｏｌｓでＩＣＤＤの格子定数で計算する 

  

  

  

 

  

 

 逆極点図が、ＬａｂｏＴｅｘと異なります。 

 

β＝０は真上 



ＴｅｘＴｏｏｌｓによる ICDD格子定数の逆極点を GPInverseDisplayで計算 

 Direction 

 

 Plane 

 

 

 

 

TexToolsの結果と同じですが、 

[100]は真上で表示しています。 

{210}と{311}が検出される。 

β＝０は真上 



ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｒｅｃｔｉｏｎで動作確認 

ＩＣＤＤタイプ  

 

 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘタイプ  

 

 

 

 

 

 

 

β＝０は真上 



ＩｎｖｅｒｓｅＣｏｕｎｔｅｒＤｉｓｐｌａｙ（ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙで使用）で確認 

ＩＣＤＤタイプ  

 

 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘタイプ  

 

 

  

β＝０は真上 


